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相生山の四季を歩く会 2014.11.9～ 歓迎！冬の野鳥たち ～

いつも野鳥の多い稲田口への道
No 場所
1 スタート/ゴール モズ ムクドリ スズメ ノスリ
2 住宅地近く ヒヨドリ ｼｼﾞｭｳｶﾗ アカゲラ コゲラ
3 深い竹やぶ
4 畑跡 メジロ ｼｼﾞｭｳｶﾗ ノスリ ヒヨドリ
5 森の出口　 シロハラ ヒヨドリ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
6 住宅地 ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ツグミ ﾐﾔﾏﾎｵｼﾞﾛ
7 谷筋合流点 カケス コゲラ アオジ
8 自然のギャップ コゲラ ヒヨドリ ｼｼﾞｭｳｶﾗ メジロ

ヒミツの事件現場

これまでに出会ったことのある野鳥たち

鳥が森を作る

先月のくっつきむし フルーツ型＆ナッツ型果実

ヒヨドリとメジロは森づくりに

大きな役割を果たしている

相生山を代表する

フルーツ型果実

＝ガマズミ

栄養たっぷりのジューシーな果肉

成熟するまでは堅くてまずく、色も

目立たないが、成熟すると果肉を

包む皮があざやかな赤や黒に。

視力と色覚の発達した「空飛ぶ運

び屋」においしい食べ物を宣伝。

ヒヨドリ

・果実をまるごと飲み込む

ことのできる構造の嘴

・昆虫を捕まえるのは下手

・種子を傷つけず処理できる

消化器⇒どんな果実の種子

も無傷で排出発芽可能

メジロ

・果実食、花蜜食

・果実を丸飲み

・無傷の種子排出

果実の大きさの

限界は丸飲み

できる鳥の嘴の

サイズで決まる

⇒わが国では

ヒヨドリが食べ

られる大きさ
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